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定
年
延
長
、
問
題
山
積

「
好
き
な
季
節

は
？
」
と
聞
か
れ

た
ら
、
ど
ん
な
季

節
を
思
い
浮
か
べ

る
だ
ろ
う
。
教
職

に
就
い
て
い
る
と
、

入
学
式
を
始
め
季

節
を
感
じ
る
行
事

も
多
い
。
つ
い
２
ヶ

月
前
、
真
新
し
い

制
服
に
身
を
包
ん
だ
１
年
生
を

迎
え
、
１
年
の
始
ま
り
を
感
じ

た
▼
先
生
方
を
見
て
い
る
と
常

に
忙
し
い
。
担
任
、
教
科
指

導
、
部
活
。
栃
木
県
教
委
が

２
０
１
２
年
に
行
っ
た
『
教
員

の
多
忙
感
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
』
に
よ
る
と
、
小
学

校
、
中
学
校
、
高
校
と
校
種
を

問
わ
ず
、
９
割
以
上
の
先
生
が

多
忙
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
多

忙
と
答
え
て
い
る
。
原
因
と
し

て
多
か
っ
た
の
は
公
務
分
掌
、

個
に
応
じ
た
進
路
指
導
、
部
活

動
な
ど
で
あ
る
▼
２
０
１
６
年

文
科
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
精

神
疾
患
に
よ
る
休
職
者
数
は
約

５
０
０
０
人
。
休
職
者
全
体
の

63
％
が
精
神
疾
患
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
▼
私
達
は
何
の
為
に

働
い
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、

「
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
」

だ
。
季
節
を
、
で
き
る
な
ら
学

校
行
事
で
は
な
く
、
自
然
を
み

る
こ
と
で
「
季
節
」
を
感
じ
た

い
。
そ
う
思
う
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
は
ず
だ
。　

ド
リ
ア
ン

同一労働同一賃金の確保が課題

　
こ
れ
ま
で
の
経
過

　

公
務
員
の
定
年
延
長
問
題
が
政

府
内
で
具
体
的
に
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
夏
に
も
人
事
院
か
ら

具
体
的
な
制
度
が
示
さ
れ
る
予
定

で
す
。
す
で
に
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で

報
道
さ
れ
て
い
る
情
報
か
ら
、
こ

の
問
題
を
整
理
し
ま
す
。

7月 14日 (土）
青森教育会館

虎 の 穴 OPEN
教員採用模試

誰でも受験できます！

　

政
府
は
２
０
１
７
年
６
月
に

閣
議
決
定
し
た
「
骨
太
の
方
針

２
０
１
７
」
の
中
で
「
公
務
員

の
定
年
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
」
と

し
て
、
公
務
労
働
者
の
定
年
延

長
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
内
閣
官
房
を
中
心
に
財
務

省
、
厚
生
労
働
省
、
総
務
省
、

防
衛
省
の
局
長
ク
ラ
ス
で
「
公

務
員
の
定
年
の
引
き
上
げ
に
関

す
る
検
討
会
」（
以
下
、「
検
討

会
」）を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。「
検

討
会
」
は
18
年
２
月
に
「
論
点

整
理
」（
案
）
を
ま
と
め
、
人

事
院
に
論
点
整
理
に
つ
い
て
の

検
討
を
求
め
ま
し
た
。

　

人
事
院
は
政
府
か
ら
の
求
め

に
も
と
づ
き
、
定
年
延
長
に
向

け
た
賃
金
・
労
働
条
件
と
分
限

に
か
か
る
検
討
を
す
す
め
て
お

り
、
人
事
院
の
具
体
的
な
検
討

結
果
は
、
18
年
度
の
人
事
院
勧

告
時
も
し
く
は
そ
の
直
後
に
示

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
政
府
は
人
事
院

の
検
討
結
果
を
も
と
に
定
年
延

長
に
つ
い
て
の
制
度
設
計
を
行

い
、
19
年
の
通
常
国
会
に
法
案

を
提
出
し
、
成
立
を
目
指
す
と

み
ら
れ
ま
す
。　

　

報
道
で
は
、
政
府
は
21
年
度

か
ら
３
年
ご
と
に
定
年
年
齢
を

段
階
的
に
引
き
上
げ
、
33
年
度

に
65
歳
定
年
制
を
完
成
す
る
方

針
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
21
年

度
は
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
報
酬
比
例
部
分
の
年
金

開
始
年
齢
が
満
65
歳
と
な
る
最

初
の
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

①
論
点
整
理
で
は
「
60
歳
以
上

の
職
員
の
給
与
水
準
を
一
定
程

度
引
き
下
げ
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
年
齢
を
理
由
と
し
た
賃
金

引
き
下
げ
は
極
め
て
不
当
で

す
。
い
っ
ぽ
う
で
、
現
在
の
フ

ル
タ
イ
ム
再
任
用
の
場
合
、
職

務
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
の
原
則
に
反
し
ま
す
。

②
論
点
整
理
で
は
、
定
年
延
長

を
通
じ
て
「
能
力
及
び
実
績

に
基
づ
い
た
人
事
管
理
の
徹

底
（
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
厳
格
化

等
）」
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
事
評
価
が
賃
金
・

処
遇
に
反
映
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

③
論
点
整
理
で
は
、「
高
齢
期

に
お
け
る
多
様
な
職
業
生
活
設

計
の
支
援
」
と
し
て
「
自
主
的

な
選
択
と
し
て
の
早
期
退
職
の

支
援
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
本

人
の
望
ま
な
い
執
拗
な
退
職
勧

奨
が
入
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
動
き

　
考
え
ら
れ
る
問
題
点








